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AichiSR BL5S2 ビームラインの粉末回折

測定実験ステーションは当初半径 286.5 

mm の円筒型 IP カメラ (Fuji ImagePlate) 

と，カメラ長可変（最長 1000 mm）の二

次元ピクセル型検出器 (Dectris PILATUS-

100K) を一台設置する構成で供用が開始

された。IP カメラは同時に広い回折角度
範囲のデータを収集しうるのに対して，
PILATUS-100K 検出器は検出面の寸法が 

84 x 34 mm2 と限られ， 0.172 mm 角のピ
クセルが正方格子配列をしているために，
名目上角度サンプリングが離散的に制限
される面がある。主に IP カメラを利用
しながら，これと並行して応用研
究も含めた PILATUS 検出器の装

置スタディが進められた。
　サンプリングの問題は意図的に
検出面を傾げて設置することによ
り解消できることが判明した。
　BL5S2 実験ステーションでは 

2015 年度から PILATUS 検出器を
３台追加配備した４連装配置での
供用が実現した。通常の目的では
一試料あたり数分以内で測定が完
了するとともにカメラ長 170 mm 

の配置では全回折パターンの同時
測定も可能となった。
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NIST SRM660b LaB6, 0.1 mmφ-capillary 
Photon energy: 12.4 keV (λ = 0.1 nm) 
Camera length: 340 mm 
Exposure: 1 min / step, 3 steps 
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